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アジア杯サッカー選手権レバノン 2000の

日本代表チームにおける

インプレーとアウトオブプレーに関する研究

小林久幸

I 緒 E

2000 年 10 月 12~29 司レバノンで開鑑されたアジア杯サッカー選手権大会は第 12 匝を数

え，アジア各地の 1次予選を勝ち抜いた 10チームに前回優勝国サウジアラビアと開催国レバ

ノンを加えた 12チームが参加， 4チーム・ 3グルーフ。で、のグループリーグを行い，各グルー

プ上位 2チームおよび3位チームのうち上位2チームの計8チームによるノックアウト形式

(延長 V ゴール 'PK戦)による決勝トーナメント方式で大会が行われた。

日本代表チームは 2000年9月開寵されたシドニー五輪代表チーム (U-23) を中心に 2002

年 W 杯韓・日大会への強化を目指した布陣で臨み， 1992年第四百広島大会以来の 8年ぶち

2回目の優勝となった1)針。

フェアープレーを推進3-5)する国際サッカ一連盟 (FIFA)では，①競技者の安全を守り，

スキルフルなプレーを保証する，②得点の機会を増やす，③実質的インプレ一時間を長くす

る6)，などを意図してルール改正および覚え書き等を逐次世界各加里の国および地域協会に通

達しているが，その中でも試合時開の消耗・浪費7)いわゆる時間かせぎ3)十 14)を訪ぐべく指導

していることは居知の通りである。悪質なファールの追放とロスタイムの発生を避けることは

当然のこととし，試合時間 90分の中でより密度の高いプレーを展開するために実質の試合

時間，インプレ一時間をより多く確保せねばならないことは言うまでもない。この試合時間の

浪費訪止の改善策として， FIFAでは 1995年§月の第 2@女子 W 杯世界選手権スウェーデ

ン大会でマルチボール方式15)16)を試行し，その後の国際大会でも見受けられ， 1996年には実

際のプレーイングタイムの増加を促進するための指示日)，さらに 1997年の競技規則改正で辻

プレーの再開を遅らせること泣警告となる違反18)19)として改善をばかり，さらに 1998年 W

杯フランス大会からレフェリングでは無用なトラブルを防ぐためにロスタイムの表示20)を導

入している。

このように試合時間のうちインプレ一時間がいかに確保されているのか，そのためのアウト

オププレーの出現とその処理などに関する先進の研究は，女子サッカーでは大学女子21)，罰

際女子22~26)，男子サッカーでは全国高校27-29)，天皇杯30)，J リーグ31)，アジア大会26)，W 

杯アジア地区最終予選32)，W 杯33~36)，シドニ一五輪アジア地区最終予選37〉，シドニ一五
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輪38j，スペインリーグ39;，イタリア七ワエ A40;およびイングランドプレミアワーグ41;などの

報告がある c 今回は従来の報告を詰まえ，日本代表チームと対戦チーム別さらに競技規則改正

の影響などこれら基礎的な資料を 2000年アジア杯レバノン大会男子サッカーのグループワー

グC組および決勝トーナメントの日本関係試合から得ょうとしたのでその一部を報告する。

11方法

1)対象試合;2000 年 10 月 12~29 日開催のアジア杯レバノン大会男子サッカー競技のグ

ループリーグ C組のうち日本代表チーム出場試合の 3fJU，および各グループ上{立 2チーム計

8チームによる決勝トーナメント準々決勝目本対イラク (IRQ)，準決勝日本対中国

(CHN) ，決勝目本対サウジアラピア (KSA)の総計61苅 (OOAGJと略)とした{表 1)0こ

れらはいずれも NHK衛星第 1で放喚されたものである c

2)データ収集;①試合を VTR録酉し，再生した画面にフレームカウンタ FC-608を同調

させ，時間に換要してインプしー及びアウトオブプレーの出現要因(種類)及び時間を計測し

たむなお，収録された VT去のうち 1試合を 90分間として続ーするために延長及びロスタイ

ムを除いた位、

②インプレーおよびアウトオブプレーの区分は， International Football Association Board 

〈国際サッカー評議会)制定の iLawsof the Game (サッカー競技規則)2000/2001Jの第9

条インプレーおよびアウトオブプレー，第 8条プレーの開始および再開，第 5条主審，第8

条副審，および第 7条試合時間などに従った。

二主!アウトオブプレーの出現要因の種類辻，前述の各条項に加え，第 10条得点の方法，第 11

条オフサイド，第 12条反射と不正行為，第 13条フリーキック，第 14条ペナルテイキック，

第 15条スローイン.第 16条ゴールキック，および第 17条コーナーキックなどに従い，要因

工スローイン (TH)，要因 II. フワーキック (FK)，要因 III. ゴールキック (G五人要因

IV. コーナーキック (CK) などとし さらに要因 V. その{也 (OT百)として V-1.ゴール

イン (Gl)， V-2. インジュリータイム(INJ)， V-3.警告 (C)，V-4.退場 (80)，V-5. 

選手交替 (8じB)，V-6. その地 (Oth)の6種類を一括した。

@さらに，要因 11.FKではゴール前で得点をねらうシュート場面とその抱に区分し，要国

III. GKではどッチのゴールからゴールまでを 4等分し 吉樟ゴールから 114までの距離の

GKをショート GKとし，これを越えた GKをロング GKとした c

⑤アウトオブプレーの対象豆分では，ヨ本五輪代表出場試合の 4到;土日本五輪代表チーム

(JPN)および対戦チーム (OPPO)の2区分としたc

3) 分析項目;インプレー茨びアウトオブプレ一時間とその比率c アウトオププレーの要国

別出現回数茨び所要時間とその比率c アウトオブプレーの時間区分別生註率などとした。
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111 結 果

1 インプレーとアウトオププレ一時間の比率

ロスタイムを除いた試合時間の前半45分，後半45分，全90分のインプレーとアウトオブ

プレーの 1試合当り平均時間について表 1よりみると， OOACJではインプレ一時間試 54分

50秒の60.9%であり， アウトオププレ一時需は 35分 10秒の39.1%であったc これを前・

後半別にみると， インプレ一時間では 64秒と前半に対して後半の増大であった。

OOACJのアウトオププレ一時間のなかでは， 日本 (JPN)は 18分01秒の 20.0%であ

り，対戦チーム (OPPO) の 17分 09秒の 19.1%に対して 52秒の0.9%と大であった。

OOACJのインプレーの 1国当りの持続時間は 28.7秒 (SD: 28.6， n: 688) 

アウトオブプレーの 1回当りの所要時間は 16.9秒 (SD:11.6， n: 749) 

であった。一

方， であり， JPNの

17.1秒 (SD: 12.0， n: 380)はOPPOの16.7秒 (SD:11.2， n: 369) に対して 0.4秒の大で

あったが有意差辻みられなかった。

2 アウトオププレーの要因別回数および時間の生起率

1試合当りのアウトオブプレーの要国別出現回数について表2および図 1よりみると， 最も

多いのは FKの40.8回.32.7%であり，次いで THの40.3回・ 32.3%，さらに GKの18.7

回.15.0%， OTHの 15.5回.12.4%の顕であり，最も少ないのは CKの9.5回・ 7.6%であ

った。 1試合当ちの要因別出現毘数の比率では FKとTHおよびGKとOTHの間を捻き，

他の要国別問にはいずれも顕著に宥意差 (pく0.001)がみられた。

要国 V.OTHのなかの V-1~V-6 の亙分では GI， C および SUB などは 4.2~4.5 毘の 3.3

~3.6% であり， INJ， 80 および、 Oth などは 0.2~2.2 国の 0.1 ~1.7% であったD これら要因

Table 1 Percentage and Time of In-Play and Out-of-Play per Match 

In-P1ay 加t-of-P1ay TLois舵t 

Time TCoinm tinuous 
Time Ti鵬

of舘 ch of舘 ch 翻1n:
鴎m:sec % sec n 餌10:Sec % sec n sec 

OOACJ 1st 26:52 59.7 27.9 57.8 18:08 40.3 17.6 61. 7 02:19 

G J P P P N O 89 :3719.117.9 30.3 
:32 21.2 18.3 31. 3 

OOACJ 2nd 27:58 62.1 29.5 56.8 11:02 31.9 16.2 63.2 03:37 

O J P P P N G S7:・2565210.S 11 7.1 
6.9 15.2 3330..9 2 

OOACJ Whole 54:50 60.9 28.7 114.7 35:10 39.1 16.9 124.8 05:55 

G J P P P N O lS7 :8120.9i?.1 63.3 
11:09 19.1 16.7 61. 5 

notes) These sar即leswぽ echosen台om6gar提sin Asian Cup 1玉BANON2000 at Japan Nationa1 
Tec孤 VS匂pon問主 (KSA.UZB. QAT. 1如，C悶.KSA) . 
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Table 2 Occurred Number and Time at each Factor of Out-of-Play per Match in 00 ACJ 

1 E 誼 W V V 田E

Factor 百f FK GK CK σIH V-1 V-2 V-3 V-4 V京-5思 V-6 
Tota1 GI I礼J C 50 SUB Oth 

OOACJ n 40.3 40.8 18.7 9.5 15.5 124.8 4.3 2.2 4.2 0.2 4.5 0.2 
% 32.3 32.7 15.0 7.6 12.4 100.0 3.5 1.7 3.3 0.1 3.6 0.1 

Time Required 自由ln:sec 6:16 11:52 5:51 3:52 7:20 35:10 2:32 1:39 1:30 0:06 1:31 0:02 
% 197.833137.71158.852 11.820.9 loo-0 7.245 .74.30.34.30.1 

Ti服eper Action sec .4 18.8 24.4 28.4 16.9 35.0 45.7 21.7 35.0 20.2 14.0 

JPN n 20.5 25.5 6.3 5.2 5.8 63.3 0.8 1.0 1.5 0.2 2.3 0.0 
% 315.42763.8450..9 414.0 14.750.7 0.70.813.4 28.1 1.90.8 

T ime Required 調Eln:sec% :18 7:38 2:04 2:10 2:51 18:01 0:35 0:49 0:34 0:06 0:48 0:00 
9.4s 21.755.28.15L2 1.6 2.3 1.6 0.3 2.3 0.0 

Time per Action sec 9.6 18.0 19.6 25.2 29.4 17.1 41.6 49.2 22.4 35.0 20.6 0.0 

OPPO n 19.8 15.3 12.3 43 .3 9. 7 61. 5 3.5 1.2 2.7 0.0 2.2 0.2 
% i55.S9i2.4 32.9.57.749.3 2.8 0.9 2.1 0.0 1.7 0.1 

Time Requir吋 mln:sec 2:58 4:14 3:47 1:42 4:29 17:09 1:57 0:50 0:57 0:00 0:43 0:02 
% 8.4 12.0 10.7 4.8 12.7 48.8 3 5.52.42.7 0.0 2.0 0.1 

Time per Action sec 9.0 16.6 18.4 23.5 27.8 16. 7 33.4 42.7 21.3 0.0 19.8 14.0 

V.OTH のなかの 6 区分の各要国は出現回数が少なく，要因 I~IV に対していずれも顕著に

在意 (pく0.001) に小で、あったコ

JPNとOPPOとの比較では， JPNの FK25.5回.20.4%は OPPOの FK15.3回・ 12.3

%に対して顕著に有意 (P<O.OOl) に大であったc 逆に， GK  (OPPO 12.3回.9.9%>JPN 

6.3毘.5.1%， Pく0.001)および OTH (OPPO 9.7回.7.7% >JPN 5.8 @]・ 4.7%，P 

く0.05) などは OPPOが JPNに対して有意に大であった。なお，要因 V.OTHのなかの GI

では OPPOの2.8% (4回〉は JPNの0.7% (1呂)に対して約 4信と多く明らかに有意 (P

く0.01) に大であった。

1試合当乃の要冨別所要時間では 最も長いのは FKの 11分 52秒の 33.7%であり，次い

で OTHの7分 20秒の 20.9%，さらに THの6分 16秒の 17.8%，GKの5分 51秒の 16.6

%の}I[買であり，最も短いのは CKの3分 52秒の 11.0%であったc

要自別の 1@]当りの所要時間について表 2および図 2よりみると，最も長いのは OTH28.4

秒であり，次いで CKの24.4秒，さらに G瓦の 18.8秒， FKの 17.4秒の顕であり，最も短

いのは THの9.3秒であったc 要因 V.OT互のなかの V-1~V-6 の立分では， INJの45.7

秒が最も長く，次いで GIおよび 80などの 35.0秒であったc さらに Cの 21.7秒， 8UBの

% 
ト

.
N

量 OOACJ n: 749 
口JPN
l2l OPPO 40トコ

M 

.c c
 

.0 。
TH FK GK CK OTH 

※pく0.05 ※※ p<O.Ol ※※※ p<O.OOI

GI INJ C SO 

OTH 

SUB Oth 

Fig.l Percentage of Occurred Number of each Factor of Out-of-Play 
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Fig.2 Time per Action of each Factor of Out-of-Play 

20.2秒およびOthの 14.0秒などであった。これら 1目当りの所要時慢の要因別間の在意差

では， 1位 OTHと21立CKとの関および3位 GKと4位 FKとの詞を除き， 1-邑の要菌別間

にはいずれも明らかに有意差 (pく0.01)がみられた。

JPNとOPPOとの比較では，要因 LTHから要因 V.OTHのいずれの要因ともは沼需じ

であり有意差はみられなかった。なお，要国 V.OTHのなかの GIでは JPNの41.6秒は

OPPOの33.4秒に対して約8秒長く有意 (Pく0.05) に大であったc

3 アウトオププレーの時間豆分別生起率

アウトオブプレーの 1回当りの所要時間の時間区分剖出現回数の比率を図3よりみると， 00

ACJ では最も多いのは 10~20 秒の 37.4%であり，次いで 10 秒未溝の 30.0% ，さらに 20~

30秒の 19.8%のJ!I夏で、あった。最も少ないのは 30秒以上の 12.8%であった。これらの間では

1 1:立 10~20 秒と 2 註 10 秒未満との間には有意差はみられなかったが，他の区分間にはいず

れも顕著に有意差 (PくOβ01)がみられた。

各時開lR分毎に JPNとOPPOとを比較すると，いずれの区分とも誌ぼ同じであり在意差

はみられなかった。

% 

40 37.4 

• OOACJ n: 749 
口JPN
包 OPPO

。
。~1O 1O~20 20~30 30~40 

Fig. 3 Percentage of Division of Time at Out-of-Play 
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IV考察

ロスタイムを除いたインプレーとアウトオブプし一時需の比率では， 1994年 USA大会，

1998年フランス大会 (98WC) などの W 杯決勝トーナメント全試合35) の 57~61% 対 39~43

%，さらにE本代表チーム出場試合の 1997年 W 杯アジア最終予選32)(97 WA)および 1998

年 W 杯フランスの予選リーグ H組36)(98 WCむなどの 60%対 40%，1999年シドニ一五

輪アジア地区最終予選 (99U 22)の59%対 41%かシドニ一五輪男子サッカー (OOOGJ)

の56%対 44%38)などの報告がある。これらからも今回の 2000年アジア杯レバノン大会 (00

ACJ)の61%対 39%は 先述の各大会などと誌ぼ類局していると言えよう。

インプレーの 1@l当りの持続時間では，今回の OOACJの28.7秒は 99U22および、OOOGJ

などの 24.9秒に対して約4秒長く有意 (P<0.05) に大で特徴的であり， 98WCの29.6秒と

ほぼ同じであったな

品方，アウトオブプレーの 1回当りの所要時間では， OOACJの 16.9秒は 98WCの 17.3

秒および97WA，98WCJ， 99U22 さらに OOOGJ などの 16.3~17.7秒と誌ぼ同じであっ

た。なお， OOACJの日本 (JPN)17.1秒は 97WA，98WCJ， 99U22およびOOOGJなどの

15.4~ 18.7秒とほぼ同とであり有意差はみられなかった。

凶4より，インプレーの 1回当りの持続時間を少しく詳細に時間区分別生起率でみると， 00 

ACJ は30秒未満が最も多く 66.9%と2/3を占めた。これは 98WC， 98 WCJ， 99 U 22およ

び OOOGJ などの 63.9~70.4%とほぼ類同して有意差はみられなかった。逆に，最も少ない

60秒は土では OOACJは 13.0%であり 98WC および 98WCJ などの 1 1.3~12.8%と類同

L， 99U 22の8.8%(Pく0.05)およびOOOGJの9.8%(Pく0.1) などに対して有意に大で

あった。なお， 30~60 秒では OOACJ の 20.1% ，土地のいずれもとほぼ同とであった。

以上のことから，今回の OOOGJで辻 1試合当りのイシプレ一時開は 97WA， 98 WCJ， 99 

U 22， OOOGJおよび、98WCなどと同じであり，インプレーの 1回当りの持続時間では日本

関係試合の 99U22およびOOOGJなどよ与も長く， 98WCと己ぼ司じであると言えようむ

このことは， OOACJの試合中の中断百数つまりアウトオブプレーの 1試合当りの出現回数

125回が98WCの 121固とほぼ同じであり，これらは 99U22の 137囲 (P<O.Ol)および

OOOGJの 134回よりも少ないことによるものと推察されようむ

アウトオブプレーの要国別出現回数では.比率の多い}II買に今回の OOACJは 1f立FKの33

%， 2 f立THの32%，3 f立 GK の 15% であったむこの順位は世界の 86~94WC34， 35:， 98 

WCJ，スペインリーグ391およびイタワア・七 1)エ A40)さらに OOOGJなどの 1位 FKの34

~45% ， 2 {立 TH の 23~33% ， 3位 GK13~18% の様梧と同じであり，アジアの 97WA お

よび99U22さらに日本の J 1) ーグなどの 1 位 TH の 34~41%， 2 f立 FK の 26~-31%， 3 

位 GK の 14~19% の様相とは異なり持散的と言えよう。

1 t立の FKでは， OOACJの33%(1試合当り 41回) ，ま 98WCJの38%(48回)および

- 58-



。~30 sec. 30~60 60~ 

63.91 
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ム p<O.l ※p<0.05※※ p<O.Ol

Fig.4 Percentage of Division of Time per Action of In-Play 

OOOGJの34%(45田)などとほ迂同じであったむしかし， 97WAの29%(39回)に対し

てはわずかに多くやや有意 (pく0.1)に大であり，さらに 99U22の26%(35田)に対して

も多く明らかに在意 (P<O.Ol)に大であったo 2位の THでは， OOACJの32%(40呂)は

97WAの34%(44回)， 98WCJの29%(37自)およびOOOGJの33%(44匝〉などと

誌ぼ同じであったG しかし， 99U22の41% (56回)に対しては少なく有意 (Pく0.05) に

小であった。なお， 3位の GK，4位の OTH，5位の CKなどは他の大会と迂ぽ閉じ傾向であ

った。

FKのJPNと対戦チーム (OPPO)の比較では，今回の JPNのFK20%(26回)は 98

WCJおよびOOOGJなどの JPNの 19% (24~25 田)と同様であったが， 97WA および 99

む 22 の JPN の 12~13% (16~17 田)に対して多くいずれも顕著に有意 (Pく 0.001) に大

であった。しかもこの JPNの20%(26回)は 97WA， 99 U 22， OOOGJおよびOOACJな

どの OPPO の 12~16% (15~21 自)に対しても多くいずれも明らかに有意 (Pく 0.01) に

大であった。

表3よりこの FKを少しく詳細にみると，いわゆるゴール前でシュート・得点をねらう FK

は24.5%(10回)と全 FKの約 1/4出現し， JPNでも 62.4%(26田)中 16.7%(7[Q])の

約 1/4の出現であったc これは 99U22の5[Q]， OOOGJの6回さらに今回の 7圏と頗次増加

しており，しかも OPPOの7.8%(3自)に対して約2倍と多く明らかに有意 (pく0.01)に

大で注目されよう口

THのJPNとOPPOのよヒ較では，今回の JPNの TH16% (21囲)は 97WA，98WCJ 

および OOOGJ などの JPN の 16~17% (21~22 回)と同議であり，さらに 97WA， 98 

WCJ， 99U22 および、 OOOGJ などの OPPO の 13~18% (16~24 回)ともほ諸問じであっ

た。しかし，これらは 99U22 の JPN239ら (32 自)に対して 5~10% (8~16 回)と少なく

いずれも明らかに有意 (pく0.01)に小であった。 GKのJPNとOPPOの比較では， OPPO
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Table 3 Occurred Number ofFK 

Case of Tr組 ytch at G鴎 1 Other τ。talof FK 
n per match % n per match % n per match % 

98WC JjO JPP 3NP g) O道Be)s 
37 12.3 25.5 108 36.0 74.5 145 48.3 100.0 
13 4.0 3 95 .8 59196.3 7 4303..7 3 77232244..8 3 4590 .7 24 8. 16.5 49 1 .3 

99U22jJO PP 4附P 開O艶)s 
32 8.0 22. 7 109 27.3 77.3 141 35.3 100.0 
211 1 5.3 141 9 4S451161..03 ※※「L346L.21 65 16.3 45 6.1 2.8 .8 76 19.0 3.9 

G O O G Jjo J PP 4出P 開O舵)s 
34 8.5 19.0 145 36.3 S4 i.0 17944.3Elo5 4 o-o 
22 5.5 12.3 7911 9.3 46 .1 10125.35 ※ 6.4 
12 3.0 6. 7 66 16.5 36.9 78 19.5 L43.6 

O O A C J iJO PP S州P 符O溜H)2S 
60 10.0 24.5 185 30.8 ※ 75.5 245 40.8 ※ 100.0 
41 6.8 ※ Eis.7 112 18.7 ※「L42917 153 25.5 ※ G~・ 4
19 3.2 ※ 7.8 73 12.2 ※ .8 92 15.3 ※ .6 
一

notes) ※P <0. 05 ※※P <0.01 ※※※P<O.OO1 

の GK10% (12回)は JPNの 5% 沼田) ，こ対して 2告と多く顕著に有意 (P<O.OOl) に

大であったc 前回の OOOGJではみられなかったが，従来の 97WA，98WCJおよび99U22

などにおいて対戦チームは日本よりも GKの呂数が明らかに多かったのと同じ傾向を示し

?こ日

以上のことより， FKの 1試合当りの出現回数では日本は対戦チームよ持多く， しかもゴー

ル前でシュート・得点をねらう FKが多いと言えよう。逆に， GKの I試合当りの出現回数

では対戦チームは呂本よりも多いと考えられようむ

1試合当りの要因別所要時間では，所要時間の長い}I[震に今居の OOACJは 1位 FKの 11分

52秒， 2位 OTHの 7分 20秒， 31立T討の 8分 16秒. 4位 GKの5分 51秒， 5位 CKの 3

分 52秒であった。この顕在は世界の 98WC，98WCJおよびOOOGJなどの 1位 FK，2f立

OTHまたは GK，3f立THの禄相とほぼ同じであり，アジアの 97WAおよび99U22などの

1位 FK，21立TH，3位 GKまたは OTHの様相とは異なるものと考えられよう。

要因別 1回当りの所要時間の}II皇位では，今回の OOACJの}II夏位は所要時間の長い)l置に 1位

。THの 28.4 干少， 2 f立CK の 24.4 手少， 3 f立GK  の 18.8 手少， 4 f立FK の 17.4 手少， 5 f立TH の
9.3秒であった。この順位は 97WAの 1位 OTH，2f立C五， 31立FK，4位 G五， 5 f立THの順

位とは異なっていたが， 1邑の大会などと同じ様相を示していたc なお， 1回当りの所要時間の

順位は，先述の要国別出現昌数の比率の順位とはおおよそ逆の傾向を示し これは従来の報

告26)31) 32)34 -411と一致していた。

要因別 1回当りの所要時間では， OOACJの TH9.3秒は 97WA， 98 WCJ， 99 U 22および、

OOOGJ などの 9.5~9.9 秒とほぼ同じであった。 TH の JPN と OPPO の比較では，今回の

JPN の TH9.6 秒は OPPO の 9.0 秒とほぼ同じであり，しかも従来の JPN の 9.0~10.4秒

に対してもほぼ同じであったc

FKでは， OOACJ の 17.4秒は先述の従来の大会などの 16.5~18.5 秒とほぼ閉じであり有

意差はみられなかった。 FKの JP誌と OPPOとの比較では，今回の JPNの 18.0秒辻 OPPO

の 16.6秒とほぼ同じで有意差はみられなかった。これは従来の 97WA，99U22および00
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OGJなどの JPNは OPPO に対して 3~5 秒と長い傾向とは異なっているものと考えられよ

つ。

GKでは， OOACJ の 18.8 秒は従来の大会などの 18.7~21.7 秒とほぼ同じであち有意差は

みられなかった。 GKの JPNとOPPOの比較では，今回の JPNの 19.6秒は OPPOの

18.4秒とほぼ同じであり，しかも従来の JPN の 18.9~21.7 秒に対してもほぼ同じであっ

た。以上のことより，要国別の 1回当りの所要時開は従来の大会とほぼ同じであることがう

かカまえよう。

アウトオププレーの 1回当りの所要時間の時間医分別生起率では，今回の OOACJは1位 10

~20 秒の 37% ， 2住 10秒未満の 30%の区分であったむこの}II頁位は 98WCJの 1位 10秒未

満の 32% ， 2 位 10~20 秒の 31% の様相とは異なっていたが， 97 WA， 99 U 22およびOOOGJ

などの様相と同じであった。

時間区分別毎の大会開では， OOACJ の 3 位 20~30 秒の 20% は 97WA の 21% および 99

U22の 19%などと同じであり， 98WCJ の 28% および OOOGJ の 27% などに対して 7~8

%と少なくいずれも明らかに有意 (pく 0.01) に小であったG この 20~30 秒を要因別でみる

と， GK (00 OGJ 64.1% >OOACJ 40.2%， Pく0.001)および CK(000GJ70.7%>00ACJ 

42.1 %， P<O.Ol)などが存意に小であり，さらに OTヨ (98WCJ 53.1 % >00 ACJ 24.7%， 

Pく 0.01) も有意に小であった。 OOACJ の 20~30 秒の小なることはこれら GK， CKおよび

OTHなどに起茜するものと推察されよう G

V 要約およびまとめ

2000年 10丹間程アジア杯サッカー選手権レバノン大会の日本代表チーム出場6試合 (00

ACJ) を収録した VTRから，サッカ一試合中のインプレーとアウトオブプレ一時間の詑率お

よびアウトオブプレーの要因別出現回数・所要時間とその比率などを検討した。結果は以下の

通りである。

① ロスタイムを除いた試合時間 90分におけるインプレーとアウトオブプレーの 1試合当

り平均時間〈比率)では， OOACJは54分 50秒 (61%)対35分 10秒 (39%)であ

る。

② インプレーの 1試合当りの出現回数および1回当りの持続時間では， OOACJは約 115

自， 28.7秒である。

③ アウトオブプレーの 1試合当りの出現回数および1回当りの所要時間で辻，∞ACJは

約 125毘， 16.9秒であり，日本は約63回 (51%)，17.1秒である。

④ アウトオププレーの 1試合当りの要因別出現回数の比率では， OOACJは比率の高いも

のから }J[震に FK33% (41国)， TH 32% (40 @l)， GK 15% (19囲)， OTH 12% (16 

回)， CK 7% (10回)である。

⑤ アウトオブプレーの 1試合当りの要因別所要時間では， OOACJの最も長いのは FKの
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11分 52秒，次いで OTHの7分 20秒， THの6分 16秒さらに GKの5分 51秒であ

り，最も短いのは CKの3分 52秒である。

⑤ アウトオププレーの要因剖 1回当りの所要時間では， OOACJ は所要時慢の長いものか

ら}Ij買に OTH28.4秒， CK24.4秒. GK  18.8秒， F豆 17.4秒， さらに TH9.3秒である。

⑦ アウトオププレーの時間豆分間の生起率では， OOACJ の最も多いのは 10~20 秒の 37

%であり，次いで 10秒未満の 30%である c

② 豆本と対戦チームとのアウトオププレーの比較では， B本の FK20% (1試合当り 26

回)は対戦チームの 12% (15囲)よりも多く (pく0.001) さらにゴール前でのシュー

ト・得点をねらう FKでは日本の7屈は対戦チームの3回よりも多い (P<O.Ol)0 逆

に， GKで辻対戦チームの 10% (12回)は日本の 5% 沼田}よ与も多い (Pく0.001)。

本碕究の一誌は平成 13年宣帝塚山学医特別研究費靖助金により行われた。
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